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大きく成長できる学期にしよう 
２学期が始まり2週間。学校生活のペースも元に戻

ったころかと思います。定期試験もせまっており、夏

休みに勉強を頑張った人は、このテストで結果が出る

ことを期待していることと思います。ところで皆さん

は、努力曲線と成長(成果)曲線という話を知っている

でしょうか。右のグラフがそれですが、努力曲線は直

線で、成長(成果)曲線は曲線で表されています。何を

言いたいかというと、努力の結果はすぐには出ないけ

ど、努力を続けると一気に成長(成果)が見られるとい

うことです。皆さんの中には努力したけど結果が…。という人もいるかもしれませんが、途

中であきらめてしまうと、成長(成果)は期待できません。いつか結果に表れることを信じて

努力を続けてみてください。 

また、２学期は合唱祭や校外学習等の行事があります。こちらにも努力曲線と成長曲線の

話は同じようなことが言えます。成長(成果)曲線が努力曲線を上回る前に行事を終えてしま

うことのないようにしたいですね。３年生の進路選択も同じです。いろいろなことにチャレ

ンジ（努力）してそれぞれが大きく成長してほしいと思います。 

※なかなか夏休み気分が抜けない人、なんだか気が重たいなあという人がいたら、担任やカ

ウンセラーに相談してみましょう。誰かに話すと気持ちが楽になることも多いはずです。 

 

全国学力学習状況調査の結果について 
4月に 3年生を対象に行われた、全国学力学習

状況調査の結果が出ました。詳細な数値は非公表

となっていますので、本校の結果について右の表

のとおり記号で結果をお知らせします。 

表にはないところで、国語と数学の分野別の習

得状況は、ほぼどの分野も〇もしくは◎でした

が、唯一数学の「関数」だけが△でした。そのほ

か、家庭学習の時間や、思考力を要する課題への

取組、道徳や総合的な学習の時間への取組等につ

いては、ほぼすべての項目について、県平均と同

等か若干上回る結果となりました。また、授業でのタブレット使用については、昨年度から

の課題ですが、毎日授業を見に行っている様子では、今年度はだいぶ改善されていると思い

ます。記号の意味は以下の通りです（いずれも県平均とのポイントの比較）。 

◎：＋５P以上  〇：＋０～５P  ＝：同等  △：－０～５P  ▲：－５P以上 

平均正答率 国語 数学ともに 〇 

国語の勉強が好き 〇 

数学の勉強が好き ◎ 

国語の授業がよくわかる 〇 

数学の授業がよくわかる ◎ 

将来の夢や希望がある 〇 

友達関係に満足している 〇 

自己肯定感 ＝ 

授業でのタブレット使用 ▲ 

 

努力曲線 

成長(成果)曲線 
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夏休みドイツ派遣生徒からの報告 
毎年夏休み、市内の中学生の代表がドイツを訪問し、現地

の生徒や人々と交流を行っています。今年度一中からは２名

の生徒が参加しました。それぞれ一言ずついただきましたの

で、掲載させていただきます。 

〇今回、ドイツ派遣に行きました。        です。

私がドイツ派遣に応募したきっかけは、「ドイツ」という場

所に興味を持ち、両親に勧められたからです。応募者は私を含め

て４人で、私は補欠合格でした。同じ学校から「２人行く」とい

うことはとても珍しいことで、行けないかもという不安がありま

した。しかし、行けることが決まってから、他の学校の仲間と少

しずつ準備をし、とても貴重な１０日間を過ごすことができまし

た。言語も文化も全く異なる場所に行くことは、大きな不安があ

りましたが、それ以上に自分を成長させることができました。 

〇日本とドイツでは生活習慣や文化など、さまざまな違いがあり

ました。私は英語だけで話すという環境に少し不安はありました

が、ホストファミリーは優しく対応してくれました。またフレン

ドリーな方が多く、学校やバスなどで話しかけてくれました。言葉の違いがありながらも、

いつの間にか会話が弾んでいて嬉しかったです。英語が伝わらなくても、伝えようと努力す

ることが大切だと気付きました。特に印象に残った事は、ドイツ生徒と日本生徒で行ったパ

ーティーです。夜の１２時頃まで音楽を流し、歌ったり踊ったりしました。日本ではなかな

かないことなので驚きました。この経験を通して多くのことを学ぶことが出来ました。これ

からも、新しいことに挑戦する気持ちを大事にし、自分の中の世界を広げていきたいと思い

ます。 

2人ともドイツの思い出を話すときは、表情や目が輝いていて、いかに充実した１０日間

だったがよく伝わってきました（現地での活動内容は学校ホームページにも少し紹介してい

ます）。10月にはドイツの生徒たちが日本にやってきます。一中にも何名か来て、歓迎行

事をする予定です。楽しみに待っていてください。 

 

Ｗｅｂ出願 
8月に千葉県公立高等学校入学者選抜の実施要項説明会がWeb上で行われました。今年

度もいくつかの変更点がありましたが、特に大きな変更点は全校で願書がWeb出願となっ

たことです。これまでの紙での出願に比べ、煩雑さは少なくなりそうですが、出願する側は

変更１年目であることも重なり、手続きの間違いや締め切りの確認など細心の注意が必要だ

と思いました。詳細については進路担当や担任から説明があると思いますが、人任せにせ

ず、受験する本人がしっかりと確認を行うとともに、保護者の方にも御注意や御確認をよろ

しくお願いします。 

 

お願い 
学校に現金をもってくることは極力ないようにお願いします。また万が一持たせる場合に

は、朝のうちに担任に預けるようあわせて御指導よろしくお願いします。 


